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※事務局記入欄 

№ C-49 

【様式２】 

部門名： 

地域とともにある学校実践部門 

エントリー名： 

岐阜県白川村立白川郷学園 

活動名： 

村の将来の「担い手」育成 

～地域とともに創る「村民学」～ 

解決すべき課題： 

子どもたちが村の「担い手」となるには、知識だけではなく、そこに生きる人々の熱い思いも学ぶ必要がある。 

そこで、これまでの「ふるさと学習」を発展させ、特別な教科「村民学」を立ち上げ、地域と学校が同じ願い 

（図２赤枠）をもち、連携・協働し、創り上げていくことで、この教科の編成・実施を目指した。 

目標・方針： 

○「村民学」のカリキュラム編成・実施を、地域（学校支援部）と学校（教員）が連携・協働して進める。 

・各学年の探究テーマと活動内容を理解し、系統的に学びを積み重ねる。（連携・協働） → 図 1 

・「ふるさと学習」と「白川びと学」、他教科との連携で時数確保を進める。（教員）→ 図 1赤枠 

・地域教材の検討、地域人材の発掘と派遣支援を進める。（地域：学校支援部） 

活動内容： 

（１）「白川村民憲章」をベースにした学年の探究テーマを設定し、学習内容を検討する。 → 図２青枠 

   ①学習内容は、村内のエキスパートの意見を参考に、知識に加えて「人の熱き思い」を学ぶ。 

（２）「村民学全体構想図」を作成し、各学年の系統的な流れと行事等との関連性を示す。 → 図１    

（３）学年コーディネーター（F・A：ふるさとアドバイザー）と教職員は、情報交流を密に行う。  

   ①年間４回の学校支援部会において「村民学」の進度状況や改善の必要性を検証する。 

①教員とコーディネーターとの相談会を開催し、学習活動の内容検討と F・A を決定する。 → 写真１ 

   ②「授業」は教員と F・A で協働し、「講話」や「体験活動」は主に F・A が進める。→ 図２～４ 

活動の成果： 

◎「村民憲章」をベースにし、学習内容を明確化したことで、連携・協働が進んだ。  

◎「白川びと学」を整理し、ブロックで講師を招聘するスタイルに変更できた。 → 図１青枠 

◎「構想図」の完成で、地域と教員の「村民学」の目的と教科研究の見通しが明確になった。 → 図１ 

◎学校支援部の活動が、活性化した。個々の参画意識も高まった。 

・担任とコーディネーターとの連携が密になった。F・A 派遣の要望や体験活動の調整がスピードアップした。 

・支援部の組織や指示系統（コーディネーター → F・A）が明確化した。 → 図 3 

・F・A が増加傾向であり、子どもたちの学習内容がより深まった。教員の地域における人脈も広がった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

◎学校に関わる地域人が増え、学校の認知度が高まり、社会に開かれた教育活動が推進できた。 

◎「村民学」の学習内容が、教員が異動しても、ある一定の水準を維持できるようになった。 → 写真２～４ 

◎教員が地域の公民館講座に関わるなど、専門性を生かした地域への「貢献」が見られるようになった。 

◎F・A 選定や依頼の仕事は地域で行うため、教員の負担軽減（働き方改革）に繋がった。 

 

  

図１ 

写真１「年カリ相談会」 

図２ 

写真３「合掌組立体験活動」 

写真２「F・Aの現地授業」 

写真４「F・Aの教室授業」 

図３ 


